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(2) 机上面照度に関する検討 

図 7 に現在の照明器具の配置と照明器具を 44 本配置

した場合（図 7）の照度の計算結果を示す。現在の照明

器具の配置ではすべての評価点で照度が 100lx を下回

ったのに対し、照明器具を 44 本配置した条件では全て

の測定点で 300lx を上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 7 評価点ごとの照度 
 

(3) 照明器具の点灯本数の検討 

44 本の照明器具を配置したシミュレーション結果で

はどの評価点でも 300lx を上回る結果となった。そこで

照明器具の点灯本数を減らした条件を設定し、照度の検

討を行った。また学習スペースであるゾーン A に評価点

を増やし照度分布の検討も行った。照度器具の点灯本数

は現状の照明器具の本数である 4 本、計算により必要本

数を求めた 44 本に加え新たに 12 本、20 本、24 本、36

本で検討を行い、配置名称はそれぞれ CASE4、CASE44、
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図 8 CASE 別照明器具配置図 
 

(4) 点灯本数別の照度 

図 9 及び図 10 に昼間（12:00）と夜間（20:00）での

各 CASE のシミュレーション結果を示す。12:00 で 300lx

を上回る結果を得たのは CASE36 及び CASE44 となり、

20:00 では CASE44 のみが 300lx を上回る結果となった。 
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  図 10 本数別照度（20:00） 
 

(5) ゾーン A における照度 

ゾーン A における 12:00 と 20:00 での照度分布のシミ

ュレーション結果を図 11 及び図 12 に示す。分布の評価
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以外で 300lx を上回る結果となった。20:00 では、

CASE36 及び CASE44 の配置のみ 300lx を上回る結果とな

った。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

＊（）内は 300lx 以上の割合を表す 

  図 11 ゾーン Aにおける CASE 別照度結果（12:00） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＊（）内は 300lx 以上の割合を表す 

  図 12 ゾーン Aにおける CASE 別照度結果（20:00） 

 

              

 

 

            

              

 

 

            

              

 

 

            

照明点灯時    照明消灯時 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

CASE 4

（0%）

CASE 12

（0%）

CASE 20

（0%）

CASE  24

（0%）

CASE 36

（77%）

CASE 44

（99%）

照
度

[lx
]

0

100

200

300

400

500

600

評価点 1 評価点 2 評価点 3 教室全体平均照度

照
度

[lx
]

現在の照明器具の配置(4本) 照明器具44本の配置

0

100

200

300

400

500

600

評価点 1 評価点 2 評価点 3

照
度

[lx
]

CASE 4 CASE 12 CASE 20 CASE 24 CASE 36 CASE 44

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

CASE 4

（0%）

CASE 12

（8%）

CASE 20

（75%）

CASE  24

（66%）

CASE 36

（98%）

CASE 44

（100%）

照
度

[lx
]

0

100

200

300

400

500

600

評価点 1 評価点 2 評価点 3

照
度

[lx
]

CASE 4 CASE 12 CASE 20 CASE 24 CASE 36 CASE 44



 

(6)

C

また

る。

いる

で照

作業

CAS

周辺
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

(7)

図

（2

東方

では

てい

CAS

とが
 
 

時

12:

20:

 

 

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

CASE4

照
度

均
⻫

度

) 照度均斉度

CIE[10]では、机

た作業面のす

。ゾーン A を

る机、黒板付

照度均斉度の

業面周辺の照

SE44 が作業面

辺の均斉度は

 

  図 1

) 照度分布 

図 15 に CASE

20:00）の照度

方向を向いた

は教室中央よ

いるが 20:00

SE44 では教室

が確認できた

時刻 C

:00 

:00 

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

CASE4

照
度

均
⻫

度

CASE 12 CASE

度 

机上面高さの

すぐ周辺の均斉

を作業面のすぐ

付近を作業面と

の検討を行った

照度均斉度を示

面の照度均斉

は CASE36 と CA

 図 13 作業

14 作業面すぐ

E4 及び CASE4

度分布図を示

た視点となって

より北側では 3

になると十分

室全体で十分

た。 

CASE 4 

 

 

 

 

 

 

図 15 照度

CASE 12 CASE

E 20 CASE 24

の作業面の均斉

斉度は 0.5 以上

ぐ周辺、児童た

と設定し、評価

た。図 13 に作

示す。CASE20、

度 0.7 を上回

ASE44 が 0.5 を

業面照度均斉度

ぐ周辺の照度均
 

44 での昼間

示す。各図は教

ている。CASE

300lx 程度の照

分な照度が確保

分な照度が確保

CASE 

 

 

度分布図 

E 20 CASE 24

CASE36 CASE 4

斉度は 0.7 以

上を推奨して

たちが使用し

価は 0.2ｍ間

作業面、図 14

、CASE36 及

回った。作業

を上回った。

度 

均斉度図 

（12:00）と夜

教室中央から

E4 では、12:

照度が確保さ

保されていな

保されている

44 

CASE36 CASE 44

9

8

7

6

4

3

2

5

1

7

U

44

以上、

てい

して

間隔

に

及び

業面

 

 

夜間

ら北

:00

され

ない。

るこ

 

(8)

点

の関

れ表

JIS[

いな

能活

昼

で体

CASE

照度

図書

結果

び C

や卓

とし

は C

5.

本

必要

よく

や R

数と

参考
 
[1] (
社,20
版]学
校環境
http:
得)[4
(株)オ
produ
（201
ける照
[7] R
[8] R
[9] S
Light

活動

と種

体育

学習空

作業

活動

と種

体育

学習空

作業

4

975

875

775

675

475

375

275

575

75

75

Unit:lx

点灯本数と

点灯本数別の計

関係を昼間（1

表 1、表 2 に示
[4]で定められ

なければ×とし

活動領域の関係

昼間（12:00）

体操や卓球を行

E20 以上の本数

度（300lx）を

書閲覧や板書の

果となった。夜

CASE44、ゾー

卓球を行うのに

して必要な照度

CASE44、ゾー

  表 1 点

  表 2 点

まとめ 

本研究では、虹

要な照度や、照

見えるための

Radiance によ

と対応可能な学

文献 

(社)照明学会.“学
003,p294[2] JIS 

学校環境衛生マニュ
境衛生基準 第 1
//www.mext.go.j
4] (社)照明学会.
オーム社,2003,pp
uct_detail.php?c
16/2/10 取得）[6
照明モデルプラン
Radiance, http:/
Radiance による光
SketchUp, https:
ting of Indoor W

12:00 

動領域

種類
基準値  平

必要照度 

育＊1 200lx

空間＊2 300lx

業＊3 500lx

20:00 

動領域

種類
基準値  平

必要照度 

育＊1 200lx

空間＊2 300lx

業＊3 500lx

可能な活動 

計算平均照度

2:00）と夜間

示す。計算によ

ている推奨照

した。この結果

係が把握でき

は教室全体で

行うのに必要

数を点灯する

満たす。また

の作業に必要

夜間（20:00）

ン A では CASE

に必要な照度

度（300lx）を

ン A では CAS

灯本数と活動

*1 体操及び卓球 

灯本数と活動

*1 体操及び卓球 

虹の学校の教室

照度分布、照度

の照明要件に配

より実施し、配

学習や活動の種

学校照明計画”. 照
Z91101958 照明基準
ュアル「学校環境
1 教室等の環境に
p/a_menu/kenko/h
“光束法による照
80-81[5] LAMPTAN
at=&menu=Fluores
6] 照明学会・技術
”.照度器具の適正
/radsite.lbl.gov

光環境シミュレーシ
//www.sketchup.
ork Plase,CIE S 

教室
C

4 12 20

計算値

平均照度
180

lx
235

lx
30

lx

× ○ ○

× × ○

× × ×

教室
C

4 12 20

計算値

平均照度
25 
lx

80 
lx

14

lx

× × ×

× × ×

× × ×

と活動領域の

間（20:00）に

よって求めた

照度を上回って

果から点灯本

る。 

では CASE12 以

要な照度（200

ることで教室と

たゾーン A の

な照度（500l

は教室全体で

E20 以上の点

（200lx）を満

を満たすのは、

SE36 及び CA

動領域の関係（

*2 教室及び体育館 

動領域の関係（

*2 教室及び体育館 

室を対象に学

度均斉度とい

配慮した照明

配置位置の検

種類を確認し

照明ハンドブック
準総則, 2000.06

境衛生基準」の理論
に係る学校環境衛
hoken/1292482.ht

照度計算”. 照明ハ
N, http://www.la
scent&type=&item
術指針 JIEG-010(
正交換に関する指
v/radiance/（201
ション入門 Koji 
com/ja（2015/9/
008/E-2001,p4 

室全体 
CASE 

0 24 36 44 4 

00 
x 

315 
lx 

395 
lx 

455 
lx 

135

lx

○ ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ×

× × × × ×

室全体 
CASE 

0 24 36 44 4 

45 
x 

150 
lx 

230 
lx 

300 
lx 

45

lx

× × ○ ○ ×

× × × ○ ×

× × × × ×

の基準必要照度

についてそれぞ

平均照度が

ていれば○、

本数別の対応可

以上の点灯本数

0lx）を満たし

として必要な

CASE44 のみが

lx）を満たす

では CASE36 及

灯本数で体操

満たし、教室

、教室全体で

SE44 となった

（12:00） 

*3 図書閲覧及び板

（20:00） 

*3 図書閲覧及び板

学校施設として

いった視対象が

明設計を光束法

検討及び点灯本

した。 

.第 2 版, (株)オ
[3] 文部科学省[
論と実践 第二章
生基準 2 採光照
tm （ 2015/9/21 
ハンドブック.第 2
amptan.co.th/en/
m=T8%20รุ่นซูเปอร์ขั้วเขียว
(2013）“適正交換
指針.2013,p26 
15/10/30 取得）
Takemasa 

/25 取得）[10]

ゾーン A 
CASE

12 20 24 36

5 
x 

225

lx
325

lx
315

lx
415

lx

 ○ ○ ○ ○

 × ○ ○ ○

 × × × ×

ゾーン A 
CASE

12 20 24 36

 
x 

115

lx
215

lx
205

lx
315

lx

 × ○ ○ ○

 × × × ○

 × × × ×

度

ぞ

可

数

し、

が

す

及

操

室

で

た。 

板書 

 

板書 

て

が

法

本

オーム
[改訂
章 学
照明, 

取
2 版, 

ว
換にお

CIE: 

44

530

lx

○

○

○

44

420

lx

○

○

×


